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収入支出

市税
137億7,396万円
40％

総務費
52億8,797万円
16％

総務費
52億8,797万円
16％

その他
21億6,416万円
6％

公債費
47億328万円
14％

民生費
95億115万円
28％

衛生費
40億485万円
12％

その他
31億8,760万円
9％

自主財源　169億6,156万円　49％
依存財源　177億7,666万円　51％

農林水産業費
14億6,756万円
4％

土木費
33億8,675万円
10％

教育費
35億4,007万円
10％

地方交付税
70億4,563万円
20％

国庫支出金
38億3,989万円
11％

県支出金
29億383万円
8％

地方譲与税等
21億2,001万円
7％ 市債

18億6,730万円
5％

親からの支援（国・
県からの補助金、交
付税など）
229万円（216万円）

給料（市税）
198万円（201万円）

預金の取崩し
（基金繰入金）
0万円（5万円）

財布残金（繰越金）12万円（10万円）

食費（人件費）
90万円（94万円）

光熱水費（物件費）
82万円（81万円）

住宅等ローンの返済
（公債費）
69万円（78万円）

医療費や教育費（扶助費）
62万円（45万円）

親戚への支援、町内会
費などの交際費
（補助費・出資・貸付）
63万円（94万円）

子どもへの仕送り（繰出金）
68万円（64万円）

金融機関からの借り入れ（市債）
27万円（29万円）

その他の収入
（分担金・負担金など）
34万円（39万円）

預金（積立金） 26万円（8万円）家の増改築、修繕
（普通建設費・維持補修）
40万円（36万円）

決
算
の
概
要

平成
22年度

平
成
22
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

世
界
的
な
景
気
後
退
を
受
け
、非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、市
民
の
目
線
か
ら
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
て
、限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

市の基本となる会計一般会計市が特定の事業を行うための会計特別会計

歳入決算額
347億3,822万円
市税収入額：137億7,396万円
　市民1人あたりの市税負担額　
129,094円
※�市税（法人市民税などを除く）の
収入を平成23年3月31日現在
の人口（94,587人）で割って計
算しました。

※�その他は、分担金・負担金、
　使用料・手数料、寄附金など

※�その他は、議会費、労働費、消防費、
災害復旧費など

歳出決算額
	340億5,579万万円
　市民1人あたりに支出したお金　
	 360,047円
　子ども手当や介護保険、後期高齢者医療制度な
どの民生費の支出が一番多くなっています。

項　目 内　容 金　額
総 務 費 地域コミュニティや企画・財政など 55,906円
民 生 費 高齢者や子ども、障害者の福祉に 100,449円
衛 生 費 健康で衛生的な生活環境の推進に 42,340円
農林水産業費 農業や林業の振興に 15,515円
土 木 費 道路や公園などの公共施設の整備に 35,806円
教 育 費 学校教育の充実、文化・スポーツの振興に 37,427円
公 債 費 市が借りたお金の返済に 49,724円
そ の 他 商工業の振興、議会の運営経費など 22,880円

　医療費、教育費など、減らせない経費が多くあります。
　食費や親戚への支援を切り詰め、家の修繕も極力我慢しながら
やりくりしています。最近、金融機関からの新たな借金を少なく
し、ローンを前倒しで返済し、ローン残高を少なくできました。
（21年度末：595万円⇒22年度末：547万円）将来のための預金も
できるようになりました。

年間収支500万円の家計に置き換えてみると…

　景気の低迷で給料が伸び悩んでおり、親からの支援と金融機関
からの借金でやりくりしています。親からの支援は22年度は少
し多くなったものの生活基盤である給料が増えるよう努力しま
す。

※グラフの（　）内の金額は前年度数値です。

歳入決算額 歳出決算額
22年度
A

21年度
B

前年度比
A/B(％)

22年度
A

21年度
B

前年度比
A/B(％)

特
別
会
計

国民健康保険 87億4,243万円 85億6,266万円 102 80億6,881万円 79億8,258万円 101
老人保健医療 203万円 5,724万円 4 203万円 5,531万円 4
後期高齢者医療 14億5,843万円 13億8,996万円 105 14億3,181万円 13億7,007万円 105
介護保険 47億　454万円 45億1,929万円 104 46億4,389万円 44億6,798万円 104
公共下水道事業 31億1,055万円 36億8,272万円 84 30億8,353万円 36億2,343万円 85
農業集落排水事業 8億　601万円 10億2,212万円 79 7億9,630万円 10億1,994万円 78
土地取得事業 462万円 1,762万円 26 12万円 1,735万円 1
野洲川基幹水利施設管理事業 2,170万円 1,503万円 144 2,169万円 1,502万円 144
鉄道経営安定対策基金 2,201万円 2,216万円 99 2,201万円 2,216万円 99
鉄道施設整備基金 3,306万円 2,182万円 152 3,306万円 2,181万円 152
国民健康保険診療所 10億7,606万円 5億3,823万円 200 10億4,638万円 5億1,888万円 202
浄化槽管理事業 1億1,681万円 1億2,114万円 96 1億1,584万円 1億1,472万円 101
介護老人保健施設事業 1,944万円 1,137万円 171 1,944万円 1,137万円 171

小　　　計 201億1,769万円 199億8,136万円 101 192億8,491万円 192億4,062万円 100
企
業
会
計

病院事業 11億4,818万円 9億4,244万円 122 12億6,226万円 10億5,980万円 119
水道事業 31億2,105万円 33億8,359万円 92 35億5,532万円 42億2,675万円 84

小　　　計 42億6,923万円 43億2,603万円 99 48億1,758万円 52億8,655万円 91
合　　　計 243億8,692万円 243億　739万円 100 241億　249万円 245億2,717万円 98

※企業会計の予算額は、「収益的収入・支出」と「資本的収入・支出」の合算です。

　
平
成
22
年
度
は
、国
の
政
策
転
換
の
動
き
や

地
方
主
権
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
進
む
一
方
、

景
気
の
先
行
き
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
あ

り
、本
市
の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
局
面

を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、ま
ず
財
政
基
盤

の
建
て
直
し
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、「
歳
入
に

見
合
っ
た
歳
出
」の
徹
底
に
よ
る
経
費
の
削
減

や
、「
返
す
以
上
に
借
り
な
い
」こ
と
を
基
本
に

市
債
の
新
規
発
行
を
抑
え
、基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）の
黒
字
化
を
堅
持

し
ま
し
た
。
ま
た
、市
税
な
ど
の
滞
納
解
消
策

の
実
施
に
よ
っ
て
歳
入
の
確
保
に
も
努
め
て
き

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、市
職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て
も
、平

成
21
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
特
別
職
の
給
与

及
び
管
理
職
の
手
当
の
一
部
カ
ッ
ト
に
加
え
、

特
別
職
の
期
末
手
当
と
全
職
員
の
期
末
勤
勉
手

当
に
つ
い
て
独
自
削
減
に
踏
み
切
る
な
ど
、市

民
の
皆
さ
ん
に
も
納
得
い
た
だ
け
る
姿
勢
を
示

し
な
が
ら「
将
来
の
た
め
に
今
や
る
べ
き
こ
と
」

を
し
っ
か
り
と
形
に
表
し
、「
や
れ
る
も
の
を
や

り
き
る
」と
い
う
強
い
気
概
で
実
践
し
て
き
ま

し
た
。

　
一
方
で
は
、か
ね
て
か
ら
私
が
申
し
て
お
り

ま
す「
共と
も

生い
き

社
会
の
実
現
」の
た
め
に
、よ
り
一

層
の「
峻
別
」と「
集
中
」に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
に
活
用
し
、各
施
策
の
見
直
し
や
優

先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、福
祉
や
教
育
を
は
じ

め
、市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策・事
業
に
重
点

的
に
予
算
を
配
分
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、決
算
規
模
は
、歳
入
歳
出
と
も
２

年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
り
、財
政
健
全
化
を

判
断
す
る
指
標
も
全
て
改
善
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
景
気
動
向
の
見
通
し
は
、東

日
本
大
震
災
以
降
、電
力
節
減
や
、歴
史
的
な
円

高
、株
価
安
等
に
見
ら
れ
る
不
安
定
要
素
が
多

く
、特
に
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
す
る
当
市

に
と
っ
て
は
、市
税
確
保
の
面
か
ら
も
、動
向
を

注
視
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
将
来
を
見
据
え
、市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
の
も
と
、今
な
す
べ
き
こ
と
を
精
査
し
、

実
効
あ
る
事
業
執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

甲賀市長
中嶋武嗣
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甲賀市決算

生
活
の
安
心
感
を

み
ん
な
で
育
て
る

●
休
日
保
育
事
業〈
新
規
〉�

35
万
円

　
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
柏
木
保
育
園
へ
業
務
を
委
託
し
、実
施

し
ま
し
た
。

●
私
立
保
育
園
建
設
補
助〈
新
規
〉

１
億
１
１
９
万
円

　
明
照
保
育
園
の
建
て
替
え
と
柏
木
保

育
園
の
改
修
に
補
助
し
ま
し
た
。

●
予
防
接
種
事
業（
子
宮
頸
が
ん
ほ
か
）

２
，７
９
６
万
円

　
子
宮
頸
が
ん
予
防（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）ワ
ク
チ

ン
、ヒ
ブ（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）ワ

ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

無
償
接
種
を
行
い
ま
し
た
。

●
甲
南
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
事
業

１
，６
４
０
万
円

　
中
部
小
学
校
敷
地
内
に
児
童
ク
ラ
ブ

を
新
築
し
ま
し
た
。

自
然
環
境
を
大
切
に
し
、

暮
ら
し
の
豊
か
さ
に

つ
な
ぐ

●
景
観
計
画
策
定
業
務〈
新
規
〉

２
９
８
万
円

　
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
風
土
を
守
り
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
た
め
の

甲
賀
市
景
観
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

●
緑
の
分
権
改
革
推
進
事
業８

３
１
万
円

　
生
ご
み
堆
肥
化
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
生
の
実
証
検
証
を
龍

谷
大
学
に
委
託
し
、発
酵
条
件
の
精
度
向

上
や
経
済
性
を
調
査
し
ま
し
た
。

安
全
で
快
適
な
生
活
の

基
盤
を
整
え
、ま
ち
の

活
力
を
高
め
る

●
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公
園
整
備
事
業

４
億
３
，４
６
７
万
円

　
陸
上
競
技
場
の
走
路
の
全
天
候
舗
装

と
園
路
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
費
補
助

２
億
２
，５
４
０
万
円

　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
33
路
線

１
２
７
系
統
の
運
行
を
行
う
た
め
、バ
ス

会
社
に
補
助
し
ま
し
た
。

●
消
防
施
設
整
備
事
業

５
，６
６
３
万
円

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
、小
型
動
力

ポ
ン
プ
２
台
を
更
新
し
、防
火
水
槽
２
基

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ)

を
整
備
し
ま
し
た
。

●
寺
庄
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業

６
億
５
０
６
万
円

　
ア
ク
セ
ス
道
路
や
駅
前
環
境
、南
北
両

側
を
往
来
す
る
た
め
の
自
由
通
路
を
整

備
し
ま
し
た
。
ま
た
、老
朽
化
が
進
む
寺

庄
駅
を
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
備
わ
っ
た
新

駅
舎
に
改
築
し
ま
し
た
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

元
気
な
産
業
を
伸
ば
す

●
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
事
業

４
，２
０
３
万
円

　
集
落
営
農
組
織
や
認
定
農
業
者
に
対

し
て
作
業
機
械
の
導
入
や
農
産
物
直
売

施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
し
た
。

●
緊
急
雇
用
対
策
事
業

１
億
６
，２
４
２
万
円

　
１
６
２
名
の
離
職
さ
れ
た
非
正
規
労

働
者
の
方
な
ど
に
、一
時
的
雇
用
や
就
業

機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

●
鳥
獣
害
対
策・有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

２
，０
２
１
万
円

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
防

除
対
策
や
、鳥
獣
捕
獲
に
よ
る
適
正
な
個

体
数
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

●
経
済
振
興
特
区
推
進
事
業

３
，０
１
４
万
円

　
平
成
22
年
10
月
に
開
催
し
た
信
楽
陶

芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０「
信
楽
ま

ち
な
か
芸
術
祭
」を
支
援
し
ま
し
た
。

た
く
ま
し
い
心
身
と

郷
土
へ
の
誇
り
を
も
つ

人
を
育
て
る

●
自
立
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

　
〈
新
規
〉�

１
２
９
万
円

　
不
登
校
や
集
団
不
適
応
児
童
生
徒
の

生
活
支
援
や
学
習
支
援
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

●
複
式
解
消
、小
１・２
支
援
員
、特
別
支

援
員
な
ど
の
設
置

９
，６
３
５
万
円

　
「
生
き
る
力
」を
育
み
、確
か
な
学
力
を

つ
け
る
た
め
の
き
め
細
か
な
指
導
を
充

実
さ
せ
る
人
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

●
陶
器
食
器
事
業〈
新
規
〉�

29
万
円

　
私
立
を
含
む
市
内
８
つ
の
保
育
園
で

信
楽
焼
の
ご
飯
用
茶
碗
を
導
入
し
ま
し

た
。

●
小
学
校
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

８
，０
０
７
万
円

　
甲
南
中
部
小
学
校
、佐
山
小
学
校
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
、誰
も
が
快

適
に
過
ご
せ
る
教
育
環
境
整
備
を
図
り

ま
し
た
。

●
水
口
岡
山
城
跡
地
形
測
量
調
査
事
業

３
５
７
万
円

　
水
口
岡
山
城
跡
の
適
切
な
保
存
と
活

用
を
図
る
た
め
に
古
城
山
の
地
形
測
量

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
り
、ま
ち
の

成
長
力
を
高
め
る

●
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　
〈
新
規
〉�

１
億
７
，５
５
３
万
円

　
自
治
振
興
会
の
発
足
に
向
け
て
、モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
む
地
域
に
助
成
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
基
金
」を
創
設
し

ま
し
た
。

●
自
治
ハ
ウ
ス
整
備
補
助・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
補
助

２
，３
７
５
万
円

　

自
治
ハ
ウ
ス
建
築・
改
修
や
事
務
備

品
、設
備
な
ど
の
整
備
に
必
要
な
費
用
を

助
成
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
で

実
施
し
た
事
業

●
水
口
医
療
セ
ン
タ
ー・老
人
保
健
施
設

整
備
事
業

２
億
１
，３
７
９
万
円

　
平
成
23
年
１
月
に
開
設
し
た
診
療
所

の
建
築
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、介
護
老
人
保
健
施
設
の
平
成
24

年
４
月
１
日
開
業
に
向
け
て
、既
存
本
館

棟
の
解
体
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

●
公
共
下
水
道
整
備
事
業

５
億
３
，２
８
５
万
円

　
山
地
区
、希
望
ケ
丘
地
区
な
ど
の
整
備

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

●
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

１
億
５
，０
２
６
万
円

　
平
成
26
年
度
の
竣
工
を
目
指
し
、朝
宮

地
区
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

「共
と も

生
い き

社会」実現に向けての取り組み
甲賀市総合計画をもとに、平成22年度に行った主な事業を目標ごとにご紹介します。（繰越事業含む）※各事業の詳しい内容は甲賀市のホームページでご覧いただけます。

平成
22年度

▲うぐい川の桜並木（土山町鮎河）

▲集落のみなさんと協働でサルの防護柵を
　設営しました

▲南西からみた水口岡山城（水口町水口）

▶
甲
南
中
部
小
学
校

◀
佐
山
小
学
校

▲水口医療センターの新しい診療所
　（水口町貴生川）

▲水口スポーツの森陸上競技場

▲昨年12月に完成した新しいJR寺庄駅
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健全化判断比率および資金不足比率
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成22年度決算に基づく甲賀市の健全化
判断比率及び資金不足比率を公表します。

起債許可団体から脱却
　これらの比率が一定の基準値を超えた場合、改善が必要な状態とみなされ、財
政健全化計画を策定することなどが義務付けられます。
　算定の結果、各比率は基準値を下回るとともに、算定開始以来、改善傾向を持続
しています。
　特に、「健全化判断比率」のひとつである「実質公債費比率」は16.8％となり、地
方債の発行に県の許可が必要となる18.0％を下回り、許可団体から脱却するこ
とができました。
　しかし、税収が伸び悩む中、高齢化の進展や経済情勢の悪化などにより扶助費
は年々増加してきており、また、下水道を中心とする公営企業債の返済は依然と
して高い水準で推移することが見込まれます。
　今後も限られた財源を効果的に活用するとともに、一層の財政の健全化に向け
た取り組みを進めていきます。

健全化判断比率

資金不足比率

○�健全化判断比率のうちいずれかが
早期健全化基準以上の場合
　◦財政健全化計画を策定
　◦外部監査要求の義務付け　など

○�健全化判断比率のうち①〜③が財
政再生基準以上の場合
　◦財政再生計画を策定
　◦外部監査要求の義務付け
　◦地方債の制限　など

○�資金不足比率が経営健全化基準以
上の場合
　◦経営健全化計画の策定
　◦外部監査要求の義務付け　など

①実質赤字比率
　一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合
を示すもの。赤字額が少ないほど数値は小さくなり、赤字がな
ければ数値は算定されません。

早期健全化
基準

財政再生
基準

H22 ―　（※赤字額なし） 12.16 20.00
参
考
H21 ―　（※赤字額なし） 12.20 20.00
H20 ―　（※赤字額なし） 12.25 20.00

◆�H19決算の算定開始以来、一般会計等の実質収支額は黒字を維
持していることから、実質赤字比率は算定されていません。

③実質公債費比率
　借入金（地方債）の返済額およびこれに準じる額の大きさを
指標化し、資金繰りの程度を示すもので、市の収入を借入金の
返済にあてる割合が小さいほど数値は小さくなり、健全である
といえます。

◆�「返す以上に借りない」ことを基本に地方債の発行を抑え、更に
積極的に繰上償還を行ってきました。
　�　これにより、一般会計の元利償還金などが減少し、実質公債費
比率は16.8％と改善され、地方債の発行に県の許可を要する基
準である18.0％を下回り、許可団体から脱却することができま
した。

早期健全化
基準

財政再生
基準

H22 16.8 25.0 35.0
参
考
H21 18.0 25.0 35.0
H20 18.3 25.0 35.0

　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合を示すもの

②連結実質赤字比率
　全会計を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指
標化し、財政運営の悪化の度合を示すもの。赤字額が少ないほ
ど数値は小さくなり、赤字がなければ数値は算定されません。

早期健全化
基準

財政再生
基準

H22 ―　（※赤字額なし） 17.16 35.00
参
考
H21 ―　（※赤字額なし） 17.20 40.00
H20 ―　（※赤字額なし） 17.25 40.00

◆�H19決算の算定開始以来、全会計の実質収支額は黒字を維持し
ていることから、連結実質赤字比率は算定されていません。

④将来負担比率
　一般会計等の借入金（地方債）や支払っていく可能性のある
負担等の現時点での残高を指標化し、将来、財政を圧迫する可
能性の度合を示すもので、借入金残高等の負担が少ないほど数
値は小さくなり、健全であるといえます。

早期健全化
基準

財政再生
基準

H22 92.9 350.0
参
考
H21 107.5 350.0
H20 126.6 350.0

◆�「返す以上に借りない」ことを基本に地方債の発行を抑え、更に
積極的に繰上償還を行ってきました。
　�　これにより、一般会計の地方債残高などが減少し、将来負担比
率は92.9％と改善されました。

　◆全ての公営企業会計（病院・水道・公共下水道・農業集落排水）で資金不足は生じていません。 〔経営健全化基準…20.0％〕

　平成22年度甲賀市一般会計歳入歳出決算及び各特別会
計歳入歳出決算、基金の運用状況、公営企業会計決算並び
に甲賀市財政健全化、経営健全化の審査を致しました結
果、いずれも関係法令に準拠して作成されており、計数も
関係諸帳簿と照合し、いずれも正確であり、適正に執行さ
れているものと認めました。
　まず、一般会計の決算額は、歳入総額約347億3千8百万
円、歳出総額約340億円5千5百万円、実質収支額は約5億6
千5百万円の黒字となっています。歳入のうち、市税収入
は1億1千5百万円余りの増となり、収入未済額は約8億4
千6百万円に減少し、不納欠損処分額も約3千4百万円と大
幅に減少しています。
　次に、13の特別会計の決算額は、歳入総額約201億1千7
百万円、歳出総額約192億8千4百万円、全体の実質収支額
は約8億1千万円の黒字となっています。収入未済額は約
9億9千7百万円と前年度より僅かに増加していますが、本
年度の不納欠損処分額は約3千万円余りと前年度に比べ大
きく減少しています。
　今後においても、大変難しい行財政運営が強いられるこ
とが予測される中、市税料金等滞納特別対策推進本部およ
び滞納債権対策課を中心に、公平公正の原則に立って毅然
とした収納姿勢を堅持され、未収金の発生防止策および早
期回収に種々の方策が講じられるよう望むところです。
　一般会計および特別会計を合せた市債の状況ですが、決
算年度末現在高は約715億1千万円で、前年度と比較しま
すと4.12％の減、約30億7千万円減少し、市民一人当たり
の市債額は約75万6千円となりました。
　公営企業会計の病院事業会計決算では、損益計算書にお
いては収支差引き約7千2百万円の純損失となり、当年度

未処理欠損金は、約6億円となっています。重要な地域医
療の拠点を維持するためには、病院改革プランを着実に実
行され、再度あらゆる角度から経営分析を行い、病院経営
の早期健全化を要望するものです。
　また、水道事業会計の損益計算書では、収支差引き約9
千万円余りの純利益となり、当年度未処理欠損金も約6億
4千万円余りに減少しました。これからも、未処理欠損金
の減少や事業経営の改善に不断の努力を願うものです。
　次に、地方公共団体の財政健全化に関する法律に係る甲
賀市健全化判断比率については、4つの指標とも、総務省が
示す早期健全化基準の数値内であり良好な状態にあると
言えます。一般会計、特別会計、企業会計の合計に一部事
務組合を含めた実質公債費比率は、16.8％となり、起債の
許可団体から脱却することができましたが、今後もプライ
マリーバランスの黒字化を堅持され、次代に負担を送るこ
とのないよう、更なる努力を望むものです。
　最後に、未だ景気の低迷が続く中、追い討ちをかけるよ
うに、東日本大震災や急激な円高進行等により、さらに景
気の回復に影響を及ぼしています。22年度における本市
の決算状況は、改善の兆しはあるものの、景気回復が不透
明な中、まだまだ予断を許さない状況と考えます。本市の
総合計画に示すまちづくりの実現のため、甲賀市の社会資
本整備を中心に着実に事業推進を図ってこられた関係者
の努力に対して敬意を表するものでありますが、合併後7
年が経過し、更なる飛躍をするために、もう一歩も二歩も
踏み込んだ行財政改革を進められることに期待し、決算審
査報告といたします。

平成22年度　決算審査報告 監査委員　
相
あい

川
かわ

  良
よし

和
かず

服
はっ

部
とり

  治
はる

男
お

財政課　財政係　☎65-0676　 Fax63-4561問い合わせ
監査委員事務局
☎65-0656　Fax63-4577問い合わせ

　

第
４
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が

８
月
30
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議・

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◉
委
員
の
選
任
お
よ
び
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◦
甲
賀
市
公
平
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
辻つ

じ　
甚じ
ん
一い
ち
郎ろ
う

◦
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
八は

ち
里り　
良よ
し
子こ

◉
平
成
22
年
度
決
算

　
２
～
５
頁
に
掲
載

【
平
成
23
年
度
補
正
予
算
】

◦
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◦
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）他
８
件

◦
甲
賀
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

【
条
例
の
制
定
】

◦
甲
賀
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定

◦
甲
賀
市
水
口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
条

例
の
制
定

◦
甲
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦
甲
賀
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◦
甲
賀
市
災
害
弔
慰
金
支
給
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に

お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健

福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お

い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援

す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定◉
契
約
の
締
結

＊
工
事
名

　

�

甲
賀
市
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事

業
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
敷
設
工
事

＊
契
約
額

　
７
億
４
，6
5
5
万
円

＊
契
約
相
手
方

　

�

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

関
西
社

平成23年

第4回
甲賀市議会

定例会
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生誕100年・信楽町名誉町民40周年「岡本太郎と信楽展」
会　　期	 11月１日（火）〜 12月18日（日）※月曜休館
開場時間	 ９時30分〜 17時（入館は16時30分まで）
場　　所	 滋賀県立陶芸の森　信楽産業展示館　入場無料

　
故 
岡
本
太
郎
氏
が
制
作
し
た
日
本
万
博
博

覧
会
の「
太
陽
の
塔
」の
背
面
の
レ
リ
ー
フ「
黒

い
太
陽
」は
、信
楽
の
地
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
数
多
く
の
作
品
の
制
作
に
信
楽

が
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
岡
本
太
郎
生
誕
１
０
０
年
に
あ
た

る
の
と
同
時
に
、信
楽
町
の
名
誉
町
民
と
な
っ

て
40
年
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
記

念
し
て
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森・
信
楽
産
業
展
示

館
に
お
い
て「
岡
本
太
郎
と
信
楽
展
」を
行
い

ま
す
。
展
示
で
は
信
楽
に
現
存
す
る
原
型
や

レ
リ
ー
フ
な
ど
岡
本
太
郎
に
関
連
す
る
資
料

や
作
品
、ま
た
岡
本
太
郎
と
ゆ
か
り
の
あ
る
陶

芸
家
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
岡
本

太
郎
と
信
楽
と
の
関
係
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

　
観
光
戦
略
推
進
室

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

　
岡
本
太
郎
と
信
楽
展
実
行
委
員
会

　
☎
８
２
‐
２
３
４
５　
Fax
８
２
‐
２
５
５
１

　
市
が
行
う
情
報
基
盤
整
備
に
よ
る
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
利
用
し
て
、甲
賀
市
な

ら
で
は
の
番
組
を
放
送
し
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
か
ら
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、市
内
各
地

の
地
域
行
事
や
催
し
、学
校
や
園
等
で
の
出

来
事
を
紹
介
す
る「
チ
ャ
ン
ネ
ル
こ
う
か
」

を
放
送
い
た
し
ま
す
。
市
か
ら
は
市
議
会

の
中
継
や
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る「
甲

賀
市
行
政
番
組
」を
放
送
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
放
送
も
専
用
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
24
時
間
の
放
送
を
い
た
し
ま
す
。

　
■
チ
ャ
ン
ネ
ル
こ
う
か

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
地
域
の
様
々
な

出
来
事
を
取
材
し
、番
組
を
制
作
し
ま
す
。

自
治
振
興
会
な
ど
の
地
域
行
事
や
商
店
の

情
報
、学
校・
幼
稚
園
で
の
子
ど
も
の
様
子

な
ど
、地
域
に
密
着
し
た
番
組
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

■
文
字
放
送
番
組

　
小
中
学
校・
幼
稚
園・
保
育
園
の
行
事
案

内
や
お
誕
生
、お
く
や
み
、市
か
ら
の
お
知

ら
せ
等
を
放
送
い
た
し
ま
す
。

■
甲
賀
市
行
政
番
組

　
市
が
自
主
制
作
し
て
行
政
か
ら
の
様
々

な
お
知
ら
せ
を
映
像
で
お
伝
え
す
る
行
政

情
報
番
組
で
す
。
主
な
番
組
の
内
容
と
し

て
、

◦
市
政
ニ
ュ
ー
ス

　
市
政
の
動
き
や
、市
の
業
務
に
関
す
る

情
報
を
発
信
し
ま
す
。
職
員
も
出
演
し
、

市
政
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

◦
市
議
会
中
継

　
市
議
会
定
例
会
本
会
議
の
様
子
を
生

中
継
と
録
画
放
送
で
お
伝
え
し
ま
す
。

◦
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
市
が
開
催
す
る
催
し
も
の
の
案
内
や

募
集
、市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、警
察・消
防

署
か
ら
安
全
安
心
情
報
、健
康・医
療・子

育
て
等
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、通
常
の
映
像
に
加
え

て
、手
話
で
も
お
伝
え
し
ま
す
。

◦
特
集

　
市
の
施
設
や
公
民
館
な
ど
で
開
催
さ

れ
る
催
し
物
を
取
材
し
て
、サ
ー
ク
ル
活

動
の
取
り
組
み
の
様
子
や
、地
域
に
根
ざ

し
た
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

■�

見
逃
し
た
放
送
番
組
も
、見
た
い
時
に

見
ら
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

　
こ
の
度
の
情
報
基
盤
整
備
事
業
で
導
入

い
た
し
ま
す
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、コ
ミ
チ

ャ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
機
能
と
し
て
利
用
者

か
ら
の
操
作
で
一
定
期
間
い
つ
で
も
地
域

番
組
を
呼
び
出
せ
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ

ま
す
。

■�

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事

の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
は
、水
口
町
お
よ
び
信
楽
町
の
全

域
と
土
山
町
の
一
部
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、通
行
等
に
つ
い
て
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
契
約
工
事
期
間

　
平
成
23
年
９
月
28
日（
水
）か
ら

　
　
　
平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）ま
で

◦
施
工
業
者

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

◦
工
事
概
要

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
電
柱
へ

敷
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

◦
工
事
工
程
の
概
要

　
平
成
23
年
12
月
～
平
成
24
年
３
月

　

ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

「
工
事
名
及
び
請
負
業
者
名
」が
記
載
さ

れ
た
腕
章
お
よ
び
写
真
入
の
名
札
を
着

用
し
た
施
工
業
者
が
作
業
を
行
い
ま
す
。

な
お
、11
月
末
ま
で
は
光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷

設
す
る
電
柱
の
現
場
調
査（
写
真
撮
影

等
）を
行
い
ま
す
。

電
柱
調
査
に
と
も
な
う

　
　
　
確
認
印
に
つ
き
ま
し
て

　
こ
の
度
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
工
事
は
、

関
西
電
力
様
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
様
の
電
柱
を
利
用

し
て
行
う
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
工
事

の
対
象
と
な
る
電
柱
が
私
有
地
に
設
置
さ

れ
て
い
る
場
合
、地
権
者
様
の
工
事
承
諾
書

を
関
西
電
力
様
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
様
へ
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
工
事
承
諾
書
に
地
権
者
様
の
確
認
印
が

必
要
な
場
合
に
は
、調
査
員（
施
工
業
者
）が

そ
の
旨
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

決
し
て
市
が
取
り
組
も
う
と
す
る
情
報
サ

ー
ビ
ス
へ
の
加
入
承
諾
の
印
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「愛」ある情報基盤整備
～新しい行政情報サービスの提供に向けて～

問
い
合
わ
せ

情
報
基
盤
整
備
推
進
室

☎
６
５
‐
０
６
５
８　
Fax
６
３
‐
４
５
７
４

平成24年度 児童クラブ利用申込受付

　市では、保護者が仕事や病気などにより昼間家庭で保育でき
ない児童に対し、健全な育成を図るため、放課後の集団生活の場
「児童クラブ」(学童保育)を設置しています。平成24年度の申
し込みを左記のとおり行いますので、年度途中から利用予定の
方も、この期間に申し込みをしてください。
※申込案内・申込用紙は各クラブに設置しています。
※詳しくは、各クラブへお問い合わせください。
※入所については、入所基準に該当し保育の必要性の高い方から決定します。
※わくわくキッズの受け入れについては、11月8日の説明会でお知らせします。

●利用対象者　小学
校１年生～３年生

　　　�（定員に余裕が
あれば６年生まで利

用可能のクラブ

もあります）

●利用時間	 平　　
日：放課後～ 18時

	 土 曜 日：８時～ 18
時

	 　　（希望者が５名以
上あれば検討します

）

	 長期休暇：８時～ 18
時

●利用料金	 平日 1
0，000円／月

　　　（土曜日、長期
休暇は利用料金が加

算されます）

●申し込み先　通学し
ている学校区の児童ク

ラブ

児童クラブ名 学校区 定員(概ね) 申し込み期間 電話番号
水口児童クラブ 水口 40名

平成23年12月1日(木) ～ 3日(土)
時間　9時30分～ 18時30分
　　　9時30分～ 12時30分(土曜日) ＮＰＯ法人

わくわくキッズ
 ☎63-4655
 (水口町八坂）

綾野児童クラブ 綾野 35名
貴生川児童クラブ 貴生川 40名
貴生川第２児童クラブ 貴生川 30名
伴谷児童クラブ 伴谷 40名
伴谷東児童クラブ 伴谷東 40名
柏木児童クラブ 柏木 20名
土山かしきや児童クラブ 土山 25名
大野児童クラブ 大野 25名
油日児童クラブ 油日 25名 平成23年11月1日(火) ～ 15日(火) ☎ 88-2384
大原児童クラブ 大原 25名

平成23年11月1日(火) ～ 15日(火)
※�平成24年4月から指定管理者によ
る運営となる予定です
※�指定管理団体については現在選定
中です

☎ 88-2368
甲南そまっこ児童クラブ 第一 60名 ☎ 86-7798
甲南わくわく児童クラブ 希望ヶ丘 60名 ☎ 86-4024
甲南なかよし児童クラブ 中部・第二・第三 40名 ☎ 86-1577
小原つばさ児童クラブ 小原 15名 ☎ 82-4511
雲井くもっこ児童クラブ 雲井 20名 ☎ 83-0311
信楽児童クラブ 信楽 30名 平成23年11月1日(火) ～ 15日(火) ☎ 82-2010
※貴生川学区の児童クラブについては、平成24年度途中に移転する予定です。

※利用希望者説明会
　　11月8日(火)20時～
　　碧水ホール
　　(申請用紙当日渡し）

問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
課　

　
☎
６
５
‐
０
７
０
５　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５

82011.11.1平成23年11月1日9 2011.11.1 平成23年11月1日
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油日自治振興会
　油日地域では、油日神社の祭事、共有山財産区、油日
駅を守る会など学区に共通した活動はありますが、学区
を意識した事業は少なかったようです。
　しかし、全国的に広がる少子高齢化など将来的な課題
は共通しており、今後の地域づくりのため、各自治区が
共通する事業を共同開催するなど個々の自治区の負担を
軽減していくことが必要であることから、油日自治振興
会を立ち上げられました。
　同自治振興会では、設立後にシンボルマークを募集さ
れるなど、地域に一体性を持たすためのユニークな事業
を展開されています。

油日自治振興会
山
やま
下
した
直
なお
樹
き
会長に聞きました。

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　平成 21年秋に油日学区区長会で、市より自治振興会
によるまちづくりの提案を受けました。油日学区として
は、学区区長会が自治振興会設立に向けて対応すること
とし、各自治会へ出前講座の実施を依頼、住民の皆さん
に理解を深めてもらいました。
　翌年の 11月 29 日に、各自治会から区長を含む２名
を選出し、設立準備会を立上げました。
　準備会は計５回開催しましたが、会議のたびに、油日
学区は、各自治会がそれぞれしっかりとした自治区運営
体系が整っていたため、新たな組織立上げに疑問視する
声が挙がっていました。しかし、少子高齢化社会が加速
する中で、特に小規模自治区は、将来区政を維持するの

が困難になるこ
とが予想される
ため、近隣自治
区との連携強化
のためにも自治
振興会は必要で
あると判断、設立への気運が高まり、本年５月 28日に「油
日自治振興会」を設立しました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　当自治振興会には３つの専門部がありますが、健康福
祉部では、いきいきサロン指導者研修会を９月 27日に
実施、地域新興部では、観光資源を紹介するマップや看
板作りを、生活環境部では、各自治会からの要望の取り
まとめを現在進めています。
　全体の取り組みとしては、広報紙発行のほか、10月
22 日に福井県坂井市へ先進地研修を実施、人権研修を
11月 20日に行なう予定です。
　また、当自治振興会独自の事業として、シンボルマー
クデザインの募集を行ないました。48点の応募があり、
油日岳と杣川をイメージしたデザイ
ンを採用しました。
　今後はこのシンボルマークのもと、
９つの自治区が一つになり、油日地
域の自治振興が活発になるような事
業を行なっていきます。

── �油日自治振興会のＰＲをどうぞ

　自治振興会を設立して、５ヶ月経過しましたが、住民
の皆さんへの周知がまだまだ十分でないと感じていま
す。
　９つの自治区事業のバックアップを図りながら、地域
性、独自性のある自治振興会事業を展開していきます。
皆さんのご協力よろしくお願いします。

シンボルマーク決定
笑顔と元気あふれる地域づくり

　
小
原
小
学

校
５
年
生
を

中
心
に
１
年

生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
児

童
90
名
が
、

９
月
29
日

（
木
）、「
こ
は

ら
ワ
ク
ワ
ク

農
園
」の
稲

刈
り
を
し
ま

し
た
。

　

稲
作
担
当
の
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

（
農
園
活
動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

地
域
の
方
）か
ら
ケ
ガ
の
無
い
よ
う

に
稲
刈
り
鎌
の
特
徴
と
取
扱
い
方
、

稲
の
刈
り
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

後
、児
童
は
軍
手
を
し
て
田
の
中
に

入
り
、サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と
と
も
に

稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

　
例
年
、５
年
生
が
も
ち
米
の
田
植

え
か
ら
刈
り
取
り
、そ
し
て
収
穫
祭

で
の
も
ち
つ
き
ま
で
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、天
高
く
馬
肥

ゆ
る
秋
を
実
感
し
た
ひ
と
時
で
し

た
。

　
10
月
2
日（
日
）旧
東
海
道
土
山
宿

に
お
い
て
、
N
P
0
あ
い
の
土
山
振

興
会
と
地
域
の
協
力
者
が
実
行
委
員

と
な
り
、「
あ
い
の
土
山
宿
場
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
伝
馬
館
前
で
は
、

甲
西
高
校
の
吹
奏
楽
、東
海
道
わ
ら

じ
と
ば
し
大
会
、宿
場
め
ぐ
り
南
京

玉
す
だ
れ
、六り

く

友ゆ
う

太だ
い

鼓こ

と
多
彩
な
催

し
で
、会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、周
辺
で
は
ま
ち
か
ど
博
物

館
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、ミ
ニ
講
座

の
開
催
や
、旅
姿
体
験
も
あ
り
、土
山

宿
の
往
時
を
偲
ば
せ
る
体
験
に
家
族

連
れ
も
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

て
い
ま
し
た
。

　
街
道
は
人
々
で
賑
わ
い
、活
気
あ

ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て「
展
示
コ
ー

ナ
ー
」を
設
け
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、折

紙
と
押
花
、ク
ラ
フ
ト
飛
行
機
を
展

示
し
、10
月
11
日
か
ら
28
日
ま
で
は
、

油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
引
き
続

き「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」の
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。

　
11
月
以
降
も
地
域
の
方
々
の
作
品

等
を
展
示
し
、皆
さ
ま
に
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
私
、こ
ん
な
の
作
っ
た
の
」「
私
の

畑
で
こ
ん
な
お
も
し
ろ
い
野
菜
が
と

れ
た
の
」な
ど
な
ど
、ぜ
ひ
お
持
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　
10
月
９
日
、甲
南
町
市
原
区
で「
区

民
運
動
会
＆
収
穫
感
謝
祭
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
区
民
の
健
康
増
進
と
自
然
の
恵
み

で
あ
る
収
穫
に
感
謝
す
る
催
し
で
３

年
前
か
ら
運
動
会
と
収
穫
祭
を
合
同

で
行
う
よ
う
に
な
り
、区
役
員
と
各

種
団
体
が
知
恵
や
地
域
力
を
出
し
合

い
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま

れ
、誰
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
区
民
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
秋
晴
れ
の
好
天
の
下
、お
も
ち
つ
き

大
会
や
豚
汁
、自
家
農
産
物
展
示
、金

魚
す
く
い
な
ど
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
で

は
、子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
人
で
賑
わ
い
、笑
顔
と
活
気
が
溢

れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

小
原
小
学
校
児
童
が

学
校
田
で
稲
刈
り

小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

あ
い
の
土
山
宿
場
ま
つ
り

　
地
域
づ
く
リ
は
自
分
達
で

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

展
示
コ
ー
ナ
ー
の

利
用
を

佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

秋
の
実
り
で
地
域
交
流

甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

自治振興会は、11月１日現在、市の提案 23地区の内、
20地区で設立されています

　
市
で
は
、ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産
の

公
売
を
実
施
し
ま
す
。

　
公
売
物
品
の
下
見
会
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
公
売
参
加
申
込
期
間

　
11
月
４
日（
金
）13
時
〜
17
日（
木
）23
時

◎
入
札
期
間

　
11
月
25
日（
金
）13
時
〜
27
日（
日
）23
時

◎
公
売
場
所

　
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
上

◎
公
売
物
品

　
椅
子
、カ
メ
ラ
、衝つ
い
立た
て
等

◎
下
見
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
11
月
10
日（
木
）13
時
〜
16
時

　
場
所　
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
フ
ロ
ア

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

公
売
参
加
申
込
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※�

電
話・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
公
売
へ
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

差
し
押
さ
え
物
品
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

問
い
合
わ
せ

　
滞
納
債
権
対
策
課　
滞
納
対
策
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
８
１

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
７
４　
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　先月山口県で開催された国体に出場した水口高校２年山
田聡子さんは、ライフル射撃ビームピストル種目少年女子
の部において、日本新記録で優勝を果たしました。
　この競技は、長さ40センチ重さ850グラムのビームピス
トルを片手に持ち、10ｍ離れた標的を50分間で40発を打
ち抜き得点を競うスポーツです。
　国体を終え、母校に戻り練習に励んでいる山田さんを訪
ねお話を伺いました。
◦国体優勝おめでとうございます。喜びの声を聞かせてく
ださい
―とにかく嬉しかったです。でも自分ひとりの力で優勝し
たのではなく、指導してくださった顧問の先生や、支えて
くれた仲間がいたから優勝できたと思っています。みん
ながいてくれなければ優勝できなかったと思います。
◦射撃というスポーツは大変珍しい競技だと思いますが、
なぜ射撃を選ばれたのですか
―中学まではバレーボールをしていましたが、高校に入学
したとき「ほかの学校ではできないスポーツがやりたい」
という思いから、ライフル射撃部に入部しました。
◦射撃はメンタルスポーツだと聞きましたが、精神力・集中
力を養うために心がけていることは。
―気持ちをコントロールして競技を行なうのはとても難し
いので普段の練習から緊張した空気づくりに心がけてい
ます。試合では、常に前で競技している選手の動きを見
て集中力を高めています。
◦初出場の国体で優勝。将来の夢はオリンピック出場です
か。
―オリンピックは確かに憧れますが、まだ想像がつきませ
ん。今は目の前の試合に集中することだけを考えていま
す。当面は今月大阪で開催される近畿高等学校ライフル

射撃選手権大会で上位に入
り、来年３月に行なわれる全
国高等学校ライフル射撃競技
選抜大会の出場権を獲得する
ことが目標です。
　仲間思いで謙虚な山田さ
ん。練習に入るとあどけなさ
が残る表情から凛とした表情
に一変。競技者としての鋭い
眼差しが印象的でした。

仲間の声援を背に
持ち前の集中力で国体優勝

水口高校２年

山
やま

田
だ

　聡
さと

子
こ

さん（水口町城内）
56

　
甲
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
10
月
８
日
、忍
者
の
里
杯
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
19
回
目
を
迎
え
た

大
会
は
、県
内
外
か
ら
95
チ
ー

ム
、
6
0
0
名
を
超
え
る
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
が
集
い
、日

頃
磨
い
た
技
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
と

あ
っ
て
、選
手
の
皆
さ
ん
は
お

互
い
に
作
戦
を
確
認
し
、真
剣

な
面
持
ち
で
一
打
に
集
中
し
な

が
ら
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
貴
生
川
小
学
校
の
３
～
６
年
生
が
10
月
12
日
、学
校
裏

の
飯
道
山
に
登
り
ま
し
た
。

　
登
山
を
通
じ
て
、体
力
づ
く
り
と
学
年
間
の
交
流
を
深

め
る
目
的
で
学
校
行
事
と
し
て
毎
年
行
な
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
日
は
６
つ
の
色
別
に
児
童
を
分
け
、引
率
の
先
生
や

保
護
者
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
約
３
ｋ
ｍ
の
山
道
を

登
り
ま
し
た
。

　
途
中
、岩
が
転
が
り
、足
元
が
不
安
定
な
場
所
も
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、上
級
生
が
下
級
生
の
手
を
取
り
安
全
な
道

へ
誘
導
し
、励
ま
し
あ
い
な
が
ら
頂
上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
頂
上
に
着
く
と
、そ
の
昔
行
講
が
修
行
し
た
と
さ
れ
る

「
行
者
巡
り
」を
飯
道
山
行
者
講
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、６
年
生
が
体
験
。
鎖
を
使
っ
て
斜
面
を
登
っ
た
り
、岩

場
の
隙
間
を
通
る
な
ど
、過
酷
な
修
行
メ
ニ
ュ
ー
に
真
剣

な
表
情
で
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、３
～
５
年
生
は

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
、ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
出
題
さ
れ

る
難
問
珍
問
ク
イ
ズ
に
各
班
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
秋
風
が
気
持
ち
よ
く
頂
上
は
す
っ
か
り
秋
の
色
が
濃
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
で
親
睦
深
め
る

登
山
を
通
じ
て

　
　
仲
間
と
の
交
流
深
め
る

鮎河保育園芋ほり

▲�声援を受けプレーに集中する参加者

　東日本大震災で被災した学校や公民館などにピアノ
を贈ろうと市内外の有志が企画したコンサートが１０
月９日、あいこうか市民ホールで行なわれました。
　このコンサートには、被災地出身の音楽家と、地元滋
賀県出身の音楽家が出演し、ピアノ、バイオリン、クラリ
ネットから奏でる童謡やクラシック音楽の美しいメロ
ディーを観客は楽しみました。
　また甲賀市を中心とする合唱愛好家により結成され
たコーラスグループ「アフター・アワーズ・コール」も出
演し、ピアノ奏者らと被災地にちなんだ曲「青葉城恋歌」
や「上を向いて歩こう」などを披露しました。
　このコンサー
トの収益金は、
被災地の文化芸
術団体へ寄託さ
れます。

　鮎河保育園児５名が10月
13日、園内の畑で鮎河老人
クラブの方と一緒にサツマ
イモを収穫しました。
　園児たちは大きく伸びた
芋のつるを「せーの」の掛け
声で引っ張りますが、途中で
つるが切れ、勢いあまって尻
餅を付くなど悪戦苦闘。老
人クラブの方の助けを借り、
ようやくつるが抜けました。
　今度は地肌から少し出て
いる茎を目印にスコップな
どを使って掘っていきます。しばらくすると赤紫色した
大きなサツマイモがたくさん出現。園児たちは、歓声をあ
げイモを掘り起こし、大人たちに見せていました。
　収穫したサツマイモは、早速３時のおやつに蒸かしイモ
として出され、秋の味覚を楽しみました。
　小さな子どもを見守る地域のおじいさん、おばあさんの
笑顔は園児たちにとっては、暖かい秋の日差しのように感
じたことでしょう。

被災地の子どもたちにピアノを

大きなおイモを掘ったよ楽
し
く
学
び
な
が
ら
エ
コ
を
考
え
る

貴生川小学校飯道山登山

ピアノを贈ろう　コンサート

▲手動発電を体験する親子

▲�イモのつるを引っ張る園児たち

▲出演者全員による合奏

▲�行者巡りに挑戦する児童

▲�集中力を高め練習する山田さん

まなびの体験広場・
甲賀市エコフェスタ

第19回忍者の里杯　
親善ゲートボール大会

　
碧
水
ホ
ー
ル
で
10
月
８
日
、ま
な
び
の
体
験

広
場
2
0
1
1
～
ひ
と
み
の
輝
く
甲
賀
っ
子

ま
つ
り
～
と
甲
賀
市
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
が
同
時

開
催
さ
れ
、多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、市
内
の
高
校
、専
門
学
校
生
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ん
が

企
画
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
環
境
を
考
え
る

コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、参
加
者
は
い
ろ
ん
な
体
験

を
楽
し
み
な
が
ら
、エ
コ
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
し
た
。
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となりまちいこ かめやま
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伊賀市国際交流フェスタ2011� 伊賀市 第26回 東海道関宿街道まつり� 亀山市

VOL.10

〜江戸時代にタイムスリップ〜〜外国の文化を楽しもう〜

　

東
海
道
五
十
三
次
の
47
番
目

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
東
海

道
関
宿
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら

明
治
時
代
に
か
け
て
建
て
ら
れ

た
町
屋
が
、約
１・８
㎞
に
わ
た
っ

て
現
存
し
、国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
や
日
本
の
道

百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
11
月
に
行
わ
れ
る「
東
海

道
関
宿
街
道
ま
つ
り
」は
、往
時

の
に
ぎ
わ
い
を
再
現
し
た
宿
場

大
行
列
や
時
代
仮
装
コ
ン
テ
ス

ト
、地
場
産
品
の
販
売
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
催
し
で
す
。

【
日
時
】11
月
6
日（
日
）

　
９
時
30
分
～
15
時（
雨
天
決
行
）

【
場
所
】旧
東
海
道
関
宿
の
街
道
一
帯

【
ア
ク
セ
ス
】Ｊ
Ｒ
関
駅
下
車
徒
歩
５

分

　
日
本
文
化
、外
国
文
化
を
楽
し

み
、学
び
な
が
ら
、新
た
な
出
会

い
、交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
豪
華

賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。

【
と
き
】11
月
6
日（
日
）午
前
11
時
～

【
と
こ
ろ
】伊
賀
市
文
化
会
館
敷
地
内

（
伊
賀
市
西
明
寺
3
2
4
0︲2
番
地
）

【
テ
ー
マ
】

“
食
べ
る
”　�

各
国
の
料
理
が
大
集

合
！

“
聴　
く
”　�

各
国
の
音
楽・
踊
り

の
ス
テ
ー
ジ
！

“
触
れ
る
”　�

各
国
の
文
化
体
験
コ

ー
ナ
ー
！

【
ア
ク
セ
ス
】名
阪
国
道
友
生
IC
か
ら

車
で
約
5
分

問
い
合
わ
せ

伊
賀
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
内
）

☎
０
５
９
５-

２
２-

９
６
２
９

問
い
合
わ
せ

東
海
道
関
宿
街
道
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
文
化
部
観
光
振
興
室
内
）

☎
０
５
９
５-

９
６-

１
２
１
５

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

さ
く
ら
ん
ぼ
の
デ
ザ
イ
ン
を
探
し
て

ト
ラ
バ
ー
ス
ロ
ー
ド
を
歩
く

佐
さ さ き

々木　美
み か
香

昭
和
43
年
、
滋
賀
県
が
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
と
姉
妹
都
市
提
携
に

調
印
し
た
の
を
機
に
土
山
町
は
昭
和
45

年
5
月
20
日
、
ミ
シ
ガ
ン
州
ト
ラ
バ
ー
ス

シ
テ
ィ
と
姉
妹
都
市
提
携
の
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
道
北
土
山
線
の
整
備
に

際
し
、
双
方
の
友
好
の
証
と
し
て

ト
ラ
バ
ー
ス
シ
テ
ィ
の
特
産
物
で

あ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の
木
を
沿

線
に
植
え
た
り
、
栃
ノ
木
橋
と
松

ノ
木
橋
に
さ
く
ら
ん
ぼ
を
デ
ザ
イ

ン
化
し
た
親
柱
を
設
置
す
る
な
ど
、

景
観
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

市
道
北
土
山
線
が
ト

ラ
バ
ー
ス
シ
テ
ィ
と
土

山
町
の
永
遠
な
る
友
好

親
善
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
、
利
用
さ
れ
る
事
を

願
っ
て
「
ト
ラ
バ
ー
ス

ロ
ー
ド
」
と
名
付
け
ら
れ
、

近
隣
住
民
の
生
活
道
路
や
通

学
路
、
散
歩
コ
ー
ス
や
「
あ

い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
」
の
コ
ー

ス
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

春
に
な
る
と
沿
道
の
さ
く

ら
ん
ぼ
の
木
に
は
た
く
さ
ん

の
実
が
な
り
、
観
賞
す
る
人

や
採
っ
て
食
べ
て
み
る
人
な

ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

私
も
実
際
さ
く
ら
ん
ぼ
が
木
に
実
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
今
ま
で
見
た
事
が
な

か
っ
た
の
で
、
ト
ラ
バ
ー
ス
ロ
ー
ド
で
た

く
さ
ん
の
実
り
を
見
た
時
は
感
動
し
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
素
敵
な
笑
顔
で
さ
く

ら
ん
ぼ
に
手
を
伸
ば
し
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

今
回
「
ト
ラ
バ
ー
ス
ロ
ー
ド
」
を
取
材

す
る
に
際
し
、
改
め
て
ゆ
っ
く
り
沿
道
を

歩
い
て
み
る
と
、
普
段
は
何
気
な
く
通
っ

て
い
て
気
付
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
さ

く
ら
ん
ぼ
の
デ
ザ
イ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い

て
、
何
度
も
通
っ
て
い
る
の
に
新
鮮
な
気

持
ち
で
楽
し
く
歩
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
友
好
の
証
で
あ
る
さ
く
ら

ん
ぼ
の
デ
ザ
イ
ン
を
探
し
に
ト
ラ
バ
ー
ス

ロ
ー
ド
に
来
て
み
て
下
さ
い
。

心
が
躍
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
近
く
の
国
道
１
号
北
側
を
平
行
し
て
走
る
市
道
北
土
山
線
、
別
名
「
ト
ラ
バ
ー
ス
ロ
ー
ド
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

お茶の栽培面積は近畿最大
　甲賀市には全国五大銘茶の高級茶産地として有名な「朝宮茶」と、県
内でも最大級の茶園を有する「土山茶」の２つの産地があります。
　滋賀県での栽培面積の８割以上を占める甲賀市は、近畿の中でも最
も広い栽培面積で茶の栽培がおこなわれています。
　甲賀市の豊かな自然にはぐくまれた甲賀産の茶は、毎年全国や関西
の茶品評会の上位に入賞しています。甲賀産茶は日本茶業発祥の地と
される滋賀県を代表し、関西でも有数の産地に数えられ、「近江茶」の代
名詞となっています。

連続シリーズ 統計からみる 

甲賀市  なんでもランキング
その５

総務課
  ☎65-0663　Fax63-4561問い合わせ

茶　栽培面積（ha）
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11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す

　
年
金
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、万
が
一
の
際
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
は
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、経
済
的
な
理
由
等
で
納
付
困
難
な
場
合
は
、保

険
料
の
免
除
制
度
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

貴
生
川
認
定
こ
ど
も
園
と

開
園
に
向
け
て
基
本
協
定
書
を
締
結

問
い
合
わ
せ

○
草
津
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課�

☎
０
７
７
‐
５
６
７
‐
２
２
２
０

　
お
客
様
相
談
室�

☎
０
７
７
‐
５
６
７
‐
１
３
１
１

○
保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係�

☎
６
５
‐
０
６
８
８

問
い
合
わ
せ

○
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
☎
８
６
‐
８
１
７
９　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

東日本大震災における原子力発電所事故による
被害を受けられた方へ

〜県・市からのお知らせ〜

税制上の措置 概　　要

共通 減免措置 被害にあわれた方の状況に応じて、税の減免を受けることができます。

県税
自動車税等の非課税措置

警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録がなされた自動車には、3月11日にさか
のぼって自動車税は課されません。また、警戒区域内にあった自動車で永久抹消登
録等がなされたものに代わる自動車を取得した場合、自動車取得税及び平成25年度
分までの自動車税が非課税となります。

不動産取得税の軽減措置 警戒区域内にあった家屋やその敷地に代わる家屋・土地を取得した場合、不動産取得
税の軽減措置を受けることができます。

市税

固定資産税の軽減措置 警戒区域内にあった住宅用地や家屋に代わる土地・家屋を取得した場合、固定資産税
の軽減措置を受けることができます。

軽自動車税の非課税措置

警戒区域内にあった軽自動車で自動車検査証の返納等がなされた軽自動車には、3月
11日にさかのぼって軽自動車税は課されません。また、警戒区域内にあった自動
車・軽自動車で永久抹消登録等がなされたものに代わる軽自動車を取得した場合、平
成25年度分までの軽自動車税が非課税となります。

　震災における原子力発電所事故による被害を受けら
れた方は、地方税の軽減措置等を受けられます。軽減
措置等を受けるためには、手続きが必要となる場合も
ありますので、詳細については、各担当課へお問合せく
ださい。
　なお、警戒区域・計画的避難区域・緊急時避難準備区

域等のうち市町村長が指定する区域内の土地や家屋に
は今年度分の固定資産税は課されません。特段の手続
きも不要です。

＊市町村長が指定する区域については、警戒区域・計画的
避難区域・緊急時避難準備区域等に該当する市町村まで
お問い合わせください。

問い合わせ

※県税に関すること
　滋賀県自動車税事務所	 ☎077-585-7288（自動車税）
　中部県税事務所課税課	 ☎0748-22-7708（不動産取得税）

※市税に関すること
　税務課	 ☎65-0679（軽自動車税）
　	 ☎65-0680（固定資産税）

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、子
ど
も
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
、子
ど
も
の
心
身
の
成
長
と

人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ

け
た
り
、「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
、迷
わ
ず
家

庭
児
童
相
談
室
ま
た
は
滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡（
相
談
）し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
し
た
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、確
認
の
結
果
、虐
待
の
事
実
が
な

く
て
も
責
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
、核
家
族
化
や
地
域
か
ら
も
孤
立
し
、育

児
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
子
育
て
家

庭
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、子
育
て
に
熱
心

な
あ
ま
り
、し
つ
け
の
つ
も
り
が
虐
待
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
り
、経
済
的
に
苦
し
く
働
き
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
結
果
、虐
待
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ

り
う
る
問
題
で
す
。
子
ど
も
の
立
場
を
最
優
先

に
考
え
、地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
行
動
が
子
ど
も
や
家
庭

へ
の
支
援
の
始
ま
り
で
す
。

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、児
童
虐
待
の
ほ
か
、不
登
校
、し
つ

け
、子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、子
ど
も
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
次
の
機
関
で
も
相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
‐
５
６
２
‐
１
１
２
１

　
（
二
十
四
時
間
対
応
子
ど
も
を
守
る
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
）

　
☎
０
７
７
‐
５
６
２
‐
８は

ぐ

く

む

９
９
６

守
る
の
は 

気
づ
い
た
あ
な
た
の 

そ
の
勇
気

（
平
成
23
年
度「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」標
語
）

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
〜

問
い
合
わ
せ

　
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
６
５
‐
０
６
６
０　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５

■知っていますか？
　乳幼児揺さぶられ症候群
　赤ちゃんや小さな子どもは、激しく揺さぶら
れたり、叩かれたりするなど大きな衝撃を受け
ることで、脳に損傷を受け、重大な障害が残っ
たり、死亡することもあります。
　赤ちゃんの機嫌が悪く、ぐずったり、泣きや
まない時の子育てはつらいものですが、赤ちゃ
んを揺さぶることは絶対にやめましょう。
　子育てに悩んだときは、ひとりで抱えこまず
誰かに相談しましょう。

■見逃さないで「助けてサイン」 
【子どもからのサイン】
□不自然なあざ・やけど・打撲
□極端にやせている、栄養失調状態
□衣服やからだが不潔
□無表情、大人を見るとおびえる
□落ち着きがなく乱暴、情緒不安定

【保護者からのサイン】
□子どもの健康や安全への配慮がされてない
□衣類、寝具が不衛生状態
□子どもを家に置いたままよく外出する
□イライラして子どもに当たる
□地域との交流がなく孤立している

　
市
は
、来
年
4
月
開
園
予
定
の
貴
生
川
認
定
こ
ど
も

園
を
運
営
す
る
学
校
法
人
森
島
学
園
と
去
る
10
月
5

日
、開
園
に
向
け
て
の
基
本
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、貴
生
川
幼
稚
園・貴
生
川
保
育
園
に
現
在
通

園
し
て
い
る
園
児
の
み
な
さ
ん
が
貴
生
川
認
定
こ
ど
も

園
に
入
園
し
、公
立
園
の
教
育・保
育
と
変
わ
ら
な
い
就

学
前
教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、「
教
育
及
び

保
育
の
内
容
や
取
組
み
」、「
職
員
の
配
置
や
研
修・
派

遣
」、「
園
生
活
に
お
け
る
安
全
対
策
」、「
現
在
園
の
教
育

及
び
保
育
を
引
き
継
ぐ
事
項
」な
ど
７
項
目
に
わ
た
る

協
定
を
交
わ
し
た
も
の
で
す
。

◇◆住宅用火災警報器により火災の早期発見を◆◇
　住宅火災により亡くなられた方の６割が逃げ遅れによるものです。
これを防ぐためには火災の発生を早期に発見し、音や光等で知らせる住
宅用火災警報器が大変有効です。
　今後、高齢化社会が進む中で住宅火災における逃げ遅れの被害の拡大
が懸念されることから、住宅用火災警報器の一刻も早い全戸普及が期待
されています。

住宅用火災警報器が被害を食い止めた
（甲賀消防管内での事例）

　夕食の準備のため、フライパンにてんぷら油を入れ、ガスコンロ
にかけたまま放置し、ゴミ出しの用意をしていたところ、てんぷら
油に着火し、火災となった。
　台所と階段に設置していた住宅用火災警報器が作動し、家族が
異常に気付いたため、初期消火を行うことができ、被害を最小限に
食い止めることができた。

◇◆使って安心、防炎品◆◇
　防炎品とは、小さな火源に接しても簡単には燃え上がらず、もし着火
しても自己消火性があり、燃え広がらない物品です。
　住宅火災では犠牲者の大半が高齢者であるため、高齢化の進展に伴い
防炎品は安全な暮らしの必需品となっています。
　防炎品にはカーテン、じゅうたん、寝具、毛布、パジャマ、エプロン、自
動車カバー、布張家具等があり、身近な物を防炎品に代えることにより
火災が広がるのをを防ぐことができます。

◇◆ご家庭に住宅用の消火器を◆◇
　初期消火が行われた場合、最も多く使用されているのが消火器です。
初期消火で消火器を使用した場合、７割以上が消火に成功しているデー
タもあります。万が一火が出てしまった場合、消火器を使用した初期消
火が大変有効です。

破裂事故にご注意を。消火器をチェック
　消火器は火災時には有効なものですが、サビや変形があったり、古
すぎる消火器は、いざという時に使えないだけでなく、腐食の程度が
著しい場合は操作することにより破裂する危険があります。早急に
新しい消火器に交換していただくか、異常が見られた場合には絶対
に使用しないでください。

　消火栓ボックス内の器具盗難に注意を　
　最近消火栓ボックス内の器具（筒先、スタンドパイプ等）の盗難事象が
市内で確認されています。各地域においても定期的な点検を行い、盗難
にご注意ください。

「消したはず  決めつけないで  もう一度」（全国統一防火標語）

大切な命を守るため、わが家にも防火の備えを

11月９日（水）〜 15日（火）　秋の火災予防運動
　火災が発生しやすい季節を迎えました。火の扱いに注意して、火災の発生を防止するとともに、高齢
者等を中心とする死者の発生を減少させ、また、財産の損失を防ぐためにこの運動が行われます。

甲賀広域行政組合消防本部　http://www.koka-koiki.jp
消防本部予防課� ☎63-7932　Fax63-7940
水口消防署� ☎63-1119　Fax63-7941
水口消防署土山分署� ☎67-1199　Fax67-1700
甲南消防署� ☎86-3119　Fax86-0719
甲南消防署甲賀分署� ☎88-7701　Fax88-7702
信楽消防署� ☎82-0119　Fax82-3977 

問い合わせ
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52

伝
統
を
守
っ
て
い
く
人
々

〜
水
口
宿
の
名
物・水み
な

口く
ち

細ざ
い
工く

〜

　

東
海
道
水
口
宿
の
名
物
の
ひ
と
つ
に
山
野
に

自
生
す
る
葛
な
ど
を
用
い
て
作
る「
藤ふ

じ

細ざ
い

工く

」が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は「
水
口
細
工
」と
も
呼
ば

れ
、江
戸
時
代
の
紀
行
文
や
名め

い

所し
ょ

図ず

会え

な
ど
に
も

多
く
登
場
し
ま
す
。
明
治
６
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン

万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
、海
外
に
も
販
路
を

広
げ
、ま
た
、昭
和
天
皇
の
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

や
、伊
勢
神

宮
の
式
年
遷
宮
に
も
献
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、戦
後
、製
作
技
術
の
伝
承
者
が
減
少
し
、

水
口
か
ら
の
献
納
は
昭
和
28
年
の
式
年
遷
宮
が

最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
に
は
、技
術
伝
承
が
途
絶
え
て
し

ま
う
と
危
惧
し
て
、「
藤
細
工
技
術
講
習
」な
ど
の

取
り
組
み
も
さ
れ
ま
し
た
が
、昭
和
40
年
代
に
最

後
の
伝
承
者
が
亡
く
な
り
、技
術
の
継
承
が
途
絶

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　

　

平
成
12
年
に
こ
の
伝
統
あ
る
水
口
細
工
に
関

心
を
寄
せ
る
人
々
が
集
ま
り
、水
口
中
央
公
民
館

の
講
座
と
し
て
水
口
細
工
復
興
の
取
り
組
み
が

始
め
ら
れ
、水
口
細
工
復
興
研
究
会
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
同
研
究
会
の
復
元
活
動
に
よ
り
、原
材

料
の
特
定
、原
材
料
か
ら
繊
維
を
と
る
工
程
や
織

り
込
み
作
業
な
ど
、と
て
も
手
間
が
か
か
り
、相

当
の
技
量
を
要
す
る
製
法
が
一
つ
一
つ
手
さ
ぐ

り
で
解
明
さ
れ
、40
年
の
歳
月
を
経
て
水
口
細
工

の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、

こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、民
間
団
体
に
よ
る
地
域

振
興
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、い

つ
か
再
び
、伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
水
口
細
工
を

献
納
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
２
‐
７
１
４
１　
Fax
６
３
‐
４
７
３
７

　

昭
和
12
年
か
ら
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た『
稲
む
ら
の
火
』の
主
人
公
、

浜は
ま

口ぐ
ち

儀ぎ

兵へ

衛い（
51
歳
で
梧
陵
と
な
る
）は
、津
波

に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、稲
む
ら
に
火
を
つ
け
、こ

の
明
か
り
を
目
印
に
暗
闇
に
逃
げ
道
を
失
っ
た

村
人
た
ち
の
命
を
救
い
ま
し
た
。
35
歳
の
出
来

事
で
す
。

　

し
か
し
、儀
兵
衛
が
素
晴
ら
し
い
の
は
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
津
波
に
襲
わ
れ
た
こ

の
村
人
た
ち
は
、住
む
家
か
ら
仕
事
ま
で
す
べ

て
を
奪
わ
れ
、明
日
か
ら
の
生
活
に
希
望
を
持

て
な
い
状
態
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
儀
兵
衛
は
、

住
む
場
所
と
堤
防
作
り
と
い
う
仕
事
を
彼
ら
に

与
え
、こ
の
村
人
た
ち
の
生
き
様
を
守
っ
た
の

で
す
。
さ
ら
に
、村
人
た
ち
と
協
力
し
て
作
り

上
げ
た
、高
さ
５
ｍ
、長
さ
6
0
0
ｍ
の
堤
防

が
、
1
0
0
後
の
昭
和
21
年
に
お
こ
っ
た
昭
和

南
海
地
震
で
の
津
波
か
ら
こ
の
村
を
守
っ
た
の

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
こ
と
が
人
権
と
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
考
え
て
み
る

と
、人
権
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
人

の
命
を
守
る
こ
と
」「
財
産
を
守
る
こ
と
」「
人
と

し
て
の
誇
り
を
守
る
こ
と
」で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
つ
ま
り
、生
き
様
を
守
る
こ
と
で
す
。
こ

の
儀
兵
衛
が
と
っ
た
行
動
は
、ま
さ
し
く
そ
の

す
べ
て
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　
「
人
と
し
て
ど
う
生
き
る
べ
き
か
」

　
　
「
人
と
し
て
ど
う
在
る
べ
き
か
」

　

海
外
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
教
育
の
中
で
宗

教
の
時
間
や
倫
理
の
時
間
を
通
し
て
、友
だ
ち

と
意
見
を
交
流
し
な
が
ら
、自
分
の
生
き
る
道

を
追
求
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
学
習
を
通
し
て
得

た
こ
と
は
、日
頃
の
生
活
の
中
に
自
然
に
生
か

さ
れ
る
。」と
、ド
イ
ツ
の
子
ど
も
た
ち
は
話
し

て
い
ま
す
。

　

今
、日
本
で
も
生
き
方
を
学
ぶ
学
習
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
浜
口
儀
兵
衛
の
生
き
様
は
今

年
刷
新
さ
れ
た
５
年
生
の
国
語
の
教
科
書（
光

村
図
書
）に「
1
0
0
年
後
の
ふ
る
さ
と
を
守

る
」と
題
し
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
と
し
て
生
き
る
道
、こ
の
機
会
に
人
権
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、ど
う
生
き
る
べ
き
か
考

え
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
稲
む
ら
の
火
」か
ら
学
ぶ

作品募集

力作を募集
会期　平成24年2月25日（土）〜 3月4日（日）

場所　書・工芸部門………………あいこうか市民ホール　　　平面・写真・立体部門……碧水ホール
※今回、工芸部門と立体部門の会場が変更になっていますのでご注意ください。

　応募資格　
甲賀市・湖南市内に在住または通勤・通学
する方（中学生以下は除く）

　応募部門および作品規格　
①平面（洋画・日本画・版画等）
　キャンバスサイズが20号（72.7cm×
50cm）以 上、50号（116.6cm×116.6 
cm）以内。日本画、水墨画、切り絵等もこ
れに準ずる。ただし、版画は下限を設け
ない。展示できるように額装などの配慮
をすること。ただし、ガラスは入れない。
展示用のつり紐を付けること。
②立体（彫刻・立体造形等）
　縦、横、高さがそれぞれ2m以内。重量
は手動で移動可能な範囲で、展示上危険
でないもの。
③工芸
　平面は縦、横がそれぞれ2.2m以内（外

装を含む）。立体作品は重さ40kg以内、
縦・横・高さの合計が2.4m以内。また、そ
の一辺が1.5m以内。壁面展示の作品は
展示用のつり紐を付けること。
④書
　作品は半切（36cm×136cm）以上、16
平方尺以内。ただし、一辺が2.4m以内。
額装に限る。篆刻、刻字作品についても、
規定枠内とする。作品の釈文を添えてお
申込みください。いずれも展示しやすい
形態であること。
⑤写真
　フイルムカメラ、デジタルカメラによ
る作品（自家出力プリントも可）とする。
単写真は半切・A3ノビ以上。組写真は、
1m×2.2m以内とし、作品を一体化して

はずれないようにして出品すること。作
品は額装（ガラス・アクリル板はなし）ま
たはパネル張りとし、展示用のつり紐を
付けること。

　　出品点数　　
一人につき平面・立体・工芸・書部門は1
点、写真部門は2点以内。

　　出品料　　
作品1点につき500円
＊高等学校、特別支援学校高等部の学生、
18歳以下の方は無料。
詳しくは各地域市民センター、公民館、図
書館などにおいてあります募集要項（11
月中旬配付）をご覧ください。

物件
番号 所在地 地目

（現況）
地積
（㎡）

売払予定価格
（円）

1 土山町野上野字笹尾 830番744 宅地 283.74 1,373,302
2 土山町野上野字笹尾 830番537 宅地 337.75 1,587,425
3 土山町野上野字笹尾 830番548 宅地 398.94 1,875,018
4 土山町野上野字笹尾 830番542 宅地 192.53 904,891
5 土山町野上野字笹尾 830番546 宅地 192.53 904,891
6 土山町野上野字笹尾 830番556 宅地 192.53 904,891
7 土山町野上野字笹尾 830番558 宅地 192.53 904,891
8 土山町野上野字笹尾 830番560 宅地 192.53 904,891
9 土山町野上野字笹尾 830番562 宅地 192.53 904,891
10 土山町野上野字笹尾 830番564 宅地 192.53 904,891
11 土山町野上野字笹尾 830番574 宅地 192.53 904,891
12 土山町野上野字笹尾 830番576 宅地 192.53 904,891
13 土山町野上野字笹尾 830番588 宅地 186.39 876,033
14 土山町野上野字笹尾 830番563 宅地 192.53 931,845

　
市
で
は
、左
記
の
市
有
財
産（
土
地
）を
、

先
着
順
で
売
払
い
し
ま
す
。

　

売
払
い
は
、甲
賀
市
が
あ
ら
か
じ
め
定

め
た
予
定
価
格（
売
払
い
予
定
価
格
）以
上

の
買
受
価
格
に
て
申
請
さ
れ
た
方
に
随
時

購
入
を
し
て
い
た
だ
く
方
法
に
よ
り
行
な

い
ま
す
。

　
な
お
、購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、申
込

み
資
格
や
売
却
条
件
等
詳
細
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
売
払
い
実
施
説
明
書・
売

払
い
申
込
要
綱
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

予
定
価
格
は
、付
近
の
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑

定
評
価
を
参
考
に
市
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

市
有
財
産（
土
地
）売
払
い

○受付期間　完売まで随時受付
○受付時間　８時30分〜 17時15分
　※ただし、土曜日・日曜日・祝日は除きます。

甲南庁舎１階　上下水道部上水道業務課

申込み受付期間

申込み受付場所

販売物件

問
い
合
わ
せ

  

上
水
道
業
務
課（
甲
南
庁
舎
１
階
）

  

☎
８
６
‐
８
０
１
３　
Fax
８
６
‐
８
０
３
２

文化スポーツ振興課　文化振興係
 （あいこうか市民ホール内）    ☎62-2626　Fax62-2625問い合わせ

問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課　
人
権
教
育
推
進
係

☎
６
５‐０
６
９
３  

Fax
６
３‐４
５
８
２
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催　し
みなくち子どもの森
きまぐれ「しぜんさんぽ」のご案内
いろいろな落ち葉をさがそう（短時間
の自然観察ガイド）。
●日時／11月12日(土) 14時～約1時間
●集合／みなくち子どもの森自然館前
●申込／不要。ただし先着15名
●費用／無料。雨天時は展示案内に切
り替える場合があり、その場合は入館料
（大人200円、小中学生100円）が必要。
問／みなくち子どもの森自然館
63-6712 ／Fax 63-0466

お知らせ
男女共同参画社会づくりセミナー
人権教育連続セミナー
■第 11 回
●日時／11月23日（水）10時～12時
（受付9時30分～）
●場所／甲南情報交流センター 
忍の里プララ　多目的ホール
●内容／《講演》
『子育てを楽しめるのは今しかない！』
子どもを躾

しつ

けるのは親、親を躾
しつ

けるのは…
●講師／永井　由美子 さん
（島本町教育委員会教育委員）
※入場無料。託児あり（11月15日まで
にお申し込みください）。手話通訳あり。
問／人権推進課
65-0695 ／Fax 63-4582

水口中央公民館　文化祭
●日時／11月1日（火）～3日（祝・木）
●場所／水口中央公民館　1、2階・
玄関ホール
●内容／作品展示、芸能発表、模擬
店、体験教室、前夜祭（11/2）など
問／水口中央公民館
62-0488 ／Fax 62-3338

税理士による税務相談
●日時／11月9日（水）13時30分か
ら16時30分（受付16時まで）
●場所／（社）水口納税協会3階会議室
●定員／予約制で先着6名（1人約30分）

※相談無料
問・申／水口納税協会
62-1151 ／Fax 63-0173

１１月は「全国子ども・若者
育成支援強調月間」です。
　内閣府では、子ども・若者育成支援
の重要性について国民一人一人の認
識を深め、家庭、学校、地域社会等が
連携協力して子ども・若者の育成支援
に取り組むことができるよう、11月を
「全国子ども・若者育成支援強調月間」
と定め、関連する諸行事、諸活動を全
国的に展開していきます。
問／社会教育課青少年育成係
86-8022 ／Fax 86-8380

第３１回水口ブロック女性のつどい
『ネット社会と上手に付き合うには』
●日時／11月19日（土）13時30分
～15時20分（受付13時～）
●場所／水口社会福祉センター1階
福祉ホール
●内容／①ワークショップ「こんな時、
どうする？」
（甲賀市人権教育推進協議会水口支
部女性活動部会による）
②講演「『子どもとケータイ』〜いま何
が起きているか〜」講師：松村元樹さん
（反差別・人権研究所みえ）
※参加無料。手話通訳あり。
※託児室もありますので事前にお問
い合わせください。
●主催／甲賀市人権教育推進協議会
水口支部
問／水口中央公民館
62-0488 ／Fax 62-3338

一人で悩まないで相談を…
１１月１２日～２５日は「女性に対する
暴力をなくす運動」期間です
　ドメスティック・バイオレンス（DV）、
性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラス
メント、ストーカー行為などの女性に
対する暴力は、女性の人権を著しく侵
害するものです。
　あらゆる暴力はどのような理由が
あっても、たとえ親しい間柄であっても
決して許されるものではありません。

　みんなで暴力防止について考え、暴
力のない社会をつくっていきましょう。
　市では『甲賀市男女の悩みごと相
談窓口』を設置しています。DVや男
女間のトラブル、家庭や地域、職場で
の人間関係など専任の女性相談員が
応じます。悩みや不安を抱えてお困り
の方は一人で悩まずお気軽にお電話
ください。
　相談は無料で個人のプライバシー
は堅く守られます。
　開設は毎週月・水・金曜日、9時～
16時までです。
問／人権推進課
65-0695 ／Fax 63-4582

※相談専用ダイヤル　 65-0751

集団健診（特定健診）のご案内
　下記のとおり集団健診を実施します。
4月以降に健診を受けておられない方
はこの機会にぜひ受診してください。
●対象／国民健康保険に加入の40
歳～64歳の方（無料）※すでに人間
ドックの助成を申請された方は除く
●日時／場所
11月10日(木)、17日(木)／甲賀保健
センター
11月11日(金)／土山開発センター
11月24日(木)、25日(金)／忍の里プ
ララ（甲南公民館）
11月29日(火)／信楽開発センター
12月5日(月)、6日(火)、7日(水)／水
口社会福祉センター
いずれも9時～11時
●持ち物／受診券（桃色）、保険証、質
問票、健康手帳（お持ちの方のみ）
問／保険年金課国保年金係
65-0745 ／Fax 63-4618

建設業経理事務士講習会の
ご案内（主催：甲賀広域小規模
事業振興対策連絡協議会）
　建設業経理に関する知識と事務処
理能力を習得し、企業の正確な経営
状態の把握や決算申告などに役立て
ていただけるよう湖南市・甲賀市商工
会と共催により講習会を開催します。
（3級建設業経理事務士検定試験は平
成24年3月11日(日)に実施されま
す。受験希望の方は別途お申し出くだ

さい。）
●日程／平成24年1月31日～3月1
日全10日間(毎週火・木曜日)
●時間／14時～16時
●内容／建設業経理事務士検定　3
級程度
※簿記の初歩から学習できます。
●開催場所／甲賀市商工会館　
甲賀市水口町水口5577-2
●受講料／6,000円(教材費4,000
円・受講費2,000円)
※検定試験受験希望者は受験料
5,100円と申込書300円が別途必要
です。
●申込締切/11月30日（水）
申／甲賀広域小規模事業振興対策
連絡協議会　事務局
商工政策課　労政係
65-0710 ／Fax 63-4087

2011秋のやまなみバザー市
●日時／11月13日（日）13時～16時
●場所／甲南体育館
問／社会福祉法人やまなみ会「やま
なみ工房」
86-0334 ／Fax 86-8911

弁理士による知的財産権
（特許・実用新案・商標等）相談会
●日時／11月30日（水）13時30分
～16時30分
●場所／甲賀市商工会（予約制）
問・申／甲賀市商工会
62-1676 ／Fax 63-1052

福祉の職場説明会
　福祉のしごとに興味がある、はたら
いてみたいといった方々へ福祉の職
場ガイダンス、説明会を開催します。
甲賀・湖南市内の様々な施設・事業所
が集まりますので、しごとや職場のこ
とについて話を聞いていただけます。
●日時・場所／
１１月１３日（日）１３時～１６時　水口社
会福祉センター　福祉ホール
１２月１０日（土）１３時～１６時　サンラ
イフ甲西
問／社会福祉課　福祉政策係
65-0700 ／Fax 63-4085

甲南ふれあいの館　企画展
「甲賀の湿田農耕」説明会
　現在ふれあいの館で行っている企
画展示について、講師をお呼びして説
明会を行います。
　多数のご参加をお待ちしております。
●開催日／11月26日(土)
●時間／10時～11時
●定員／20名～30名
●入館料／無料
●対象／一般
●申込／電話・FAXで下記まで。
問／甲南ふれあいの館
／Fax 86-7551

（月火休館・10時～17時）

シニア対象再就職・就業
支援講習会
【警備技能講習会】
●日時／12月1日（木）～9日（金）9時
～16時　※土日除く
●場所／プエルタ大津（大津市逢坂1-1）
●対象者／55歳以上の県内在住者で
講習に係る就業を希望し、ハローワー
クで求職登録をされている方
●定員／20名（応募多数の場合は抽選）
●受講料／無料
●申込締切／11月16日（水）必着
問・申／公益社団法人　滋賀県シル
バー人材センター連合会
077-525-4128 ／

Fax 077-527-9490

KOKOワーク
甲賀広域勤労者互助会案内
　中小企業で働く勤労者の福利・厚生
事業のサポートを行っています。現在
会員加入拡大運動実施しています。
●入会金／１，０００円
●会費（月）／６００円
●加入特典／入会金１人あたり５００
円事業主に還元します。
●推進期間／12月28日（水）まで
問／甲賀広域勤労者互助会本部　
63-1809 ／Fax 63-4005

最低賃金改正のお知らせ
　滋賀県最低賃金は、常用・パートな
ど雇用形態を問わず、県内すべての
労働者に適用されます。最低賃金は
賃金の最低額を保障するとともに、労
働条件の改善に重要な役割を果たし
ています。滋賀県最低賃金は、平成
23年10月20日に改正され、1時間
709円以上としなければなりません。
（特定の産業には特定（産業別）最低
賃金が定められています）
問／滋賀労働局　賃金室
077-522-6654 ／

Fax 077-522-6442
東近江労働基準監督署
0748-22-0394 ／

Fax 0748-22-0613

2013年

水口スポーツの森へ行こう　●11月の催し
甲賀市民スタジアム
3日（木）・5日（土） 第2回滋賀県中学校軟式野球新人大会（中学生軟式)

6日（日） 甲賀市軟式野球リーグ戦決勝トーナメント（一般軟式)
12日（土）･13日（日） 高校野球第38回一年生大会(準 ・々準決勝)（高校生硬式)

27日（日） 軟式野球大会（成年軟式）

多目的グラウンド
5日（土） 秋季総体(準々決勝)（高校生サッカー）

6日（日）･12日（土） クラブユース新人戦（中学生サッカー）
8日（火） 第14回秋季ゲートボール大会（一般ゲートボール）
13日（日） 第15回滋賀県女子サッカー選手権大会（女子サッカー）

19日（土） 甲賀市・湖南市交流グラウンド・ゴルフ大会
（一般グラウンド・ゴルフ）

27日（日） ママさんサッカー大会（女子サッカー）

甲賀市陸上競技場

20日（日） 第１３回日本フットボールリーグ（２０１１)後期第１６節
MIO草津びわこ VS FC琉球（一般サッカー）
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情報のまど information
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　  募　集

パソコン年賀状講習会
●日時／11月26日（土）27日（日）
13時～16時
●場所／生活支援センター あかつき
●費用／無料
●内容／オリジナル年賀状をつくろう
●対象／甲賀市・湖南市にお住まい
の方（障がいをお持ちの方優先）
ワードで文字入力できる方
2日間とも出席できる方
●定員／8名
●申込締切／11月15日（火）
問・申／生活支援センター あかつき

65-4641 ／Fax 65-4642

滋賀交通ビジョン策定に係る
意見交換会参加者募集
　2030年頃の滋賀県の目指すべき
交通の姿を考える「滋賀交通ビジョ
ン」策定に向けて県民の皆様との意見
交換会を開催します。
●開催日時／11月16日（水）（18時
30分〜20時）
●会場／水口社会福祉センター
●定員／50名（事前申込）
問・申／滋賀県交通政策課

077-528-3681 ／
Fax 077-528-4837

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／11月1日（火）～15日

（火）（土・日を除く9時～17時）
●使用開始日／12月1日（木）

〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
7区画（うち軽自動車1区画）

〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
身体障がい者用2区画のみ
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課

65-0686 ／Fax 63-4582
〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車1,500円／月　原付1,800円／月

（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590

（受付時間／6時15分〜9時15分、13
時〜14時、18時30分〜20時30分）

催　し

甲賀医療圏がん診療
ネットワーク研究会
第４回 市民公開講座
●日時／11月5日（土）13時15分～
14時15分
●場所／サントピア水口　共同福祉
施設　教養文化室
●内容／特別講演「がん患者の栄養
サポートについて」
講師：東京都保健医療公社大久保病
院外科部長　丸山　道生 氏
●参加費／無料
問／公立甲賀病院医療連携情報室
がん診療連携担当

62-5267 ／Fax 62-5273

☆夜空旅人（天体観望会）☆
「木星の月を見てみよう」
●日時／11月12日（土）１９時３０分～
２１時３０分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、月、木星、秋の
星座などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／１1月11日（金）　先着
２０名
※天候・人数等により中止する場合が
あります。冷え込むことが予想されま
すので、防寒具をお持ちください。
申・問／かふか生涯学習館

88-4100 ／Fax 88-5055

公立甲賀病院フェスタ＆
ミニピンクリボンフェスタ
●日時／11月12日（土）10時～14時
●場所／公立甲賀病院
●内容／
・医師による講演「脳卒中について」
・健康チェック体験　ストレスチェッ

ク、体脂肪／骨密度測定、血管年
齢、肺年齢など

・病院紹介　パネルによる各職場・職

種紹介の展示　在宅看護／医療、
がん患者会の紹介

・管理栄養士、保健師、薬剤師による
健康相談

・職員作品展
・ミニピンクリボンフェスタ
・乳腺エコー検査、マンモグラフィー

見学（無料：12時～14時）
問／公立甲賀病院

62-0234 ／Fax 63-0588

たぬき休むでぇ～
●会期／11月5日(土)～8日(火)
●イベント内容／
○ほっとするたぬきの休日in愛宕神社  
　～信楽焼たぬき　八相縁起祈願祭～
11月8日(火)　深夜0時～
愛宕神社(陶器神社)
○第3回全国狸の腹鼓大会
11月6日(日) 13時30分～15時(予定)
新宮神社境内 (げなげな市と共同開催)
団体、個人戦一括で開催します。
○写メールコンテスト
撮影　11月1日（火）～8日（火）
応募　11月1日（火）～30日（水）
�　休日を満喫している信楽焼のたぬ
きを撮影した写メを募集(撮影場所は
問いません。)
　詳細は信楽町観光協会ホームページ
で。(ＨＰ http://www.e-shigaraki.
org/tanuki/)
○�信楽ジャンボ (大)たぬきもやすむ

でぇ～
11月5日（土）～8日（火）　終日
信楽町内
　信楽駅前の大たぬきをはじめ、町内
にいるジャンボたぬきたちが休日をと
ります。
○ぐっすりおやすみ狸さん
11月8日（火）　終日　信楽町内
　甲賀市内の子供たち(幼稚園、保育
園、学生)が作ったアイマスクを、販売
店に並ぶ狸に付けてもらって、ぐっす
り休んでもらいます。
※他にもたくさんのイベントを予定し
ています。
問／信楽町観光協会

82-2345 ／Fax 82-2551
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/
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伴谷幼稚園
くぎもと　らんさん

進

空をとんで
雲の遊園地に
行きたいな！

バルーン
たのしかったよ

　10月12日に行なわれた貴生川小学校飯道山登山に動向しました。
　私自身飯道山へは20数年ぶりでしたので張り切っていたのです
が、予想以上に体力を使う取材となり、日頃の運動不足を痛感しまし
た。
　山頂では心地よい風が吹き、秋の深まりを感じました。子どもたち
も気持ちよく秋の山を満喫していました。
　学年を越えた野外活動は子どもたちにとっても普段の学校生活と
は一味違った忘れられない思い出となったことでしょう。仲間と助け
合って登った険しい山道や、頂上で味わった達成感を一人ひとりの
自信へと繋げていって欲しいものです。 た

総数
男
女
世帯数

（－33）

46,741人
47,612人

32,747世帯

（－29）

（－4）

（＋17）

94,353人
※（　）内は前月比 Ｈ23．9．30現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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